
ヘルスケア関連団体のネットワークを支援する情報誌

本
州
最
北
端
に
位
置
す
る
青
森
県
。

太
平
洋
、日
本
海
、津
軽
海
峡
に
接
し
、

南
西
に
は
、世
界
遺
産
・
白
神
山
地
が
広
が
り
ま
す
。

樹
齢
4
0
0
年
の
ブ
ナ
の
大
木
、マ
ザ
ー
ツ
リ
ー
、

神
秘
的
な
青
池
は
、

名
作
ア
ニ
メ
映
画
の
舞
台
と
も
。

弘
前
城
の
桜
ま
つ
り
や
、

ね
ぷ
た
が
有
名
で
す
が
、

晩
秋
か
ら
冬
も
、青
森
な
ら
で
は
の

美
し
い
風
物
や
味
覚
が
楽
し
め
ま
す
。

青森県

ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会活 動 紹 介

第20回 東海学習会 ｉｎ 名古屋 第30回 九州学習会 in 熊本
第34回 東北学習会 ｉｎ 仙台 第35回 沖縄学習会 in 沖縄
第45回 関西学習会 in 大阪 
　　　　　　　　ヘルスケア関連団体ワークショップ 進行役事前会議

トピックス

「実践から学び活用できる資金調達」
資金調達の事例から、具体的な手法や
ヘルスケア関連団体のあり方について話し合う

第19回ヘルスケア関連団体ワークショップ

まねきねこ情報ひろば

12

患者の力 第9回

傾聴するうえで大切なこと
 　　　　　　　　　  慶應義塾大学看護医療学部 教授  加藤 眞三

13・14

7・8

5・6

“病いの語り”と“ピアサポート”を通して、精神障がいをもつ人たちが
自分らしく生きることができる社会をつくる研究に取り組む
　　　　　　　  　桃山学院大学社会学部社会福祉学科 教授  栄 セツコ

ピア・サポートのためのこころのレッスン　　　　  
　　　　　　　　　　 　臨床心理士・臨床動作士　黒岩 淑子

第2回
トピックス

1‒4 9‒11

国連でのよりよい審査と勧告に役立て
国内での条約実施と施策の向上を目指す
「JDF障害者権利条約パラレルレポート」
　　 日本障害フォーラム（JDF）  佐藤 聡/原田 潔/小幡 恭弘/山田 悠平



ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
に
お
け
る
資
金
調
達

な
ぜ
資
金
調
達
が
必
要
な
の
か
、そ
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
。支
援
を
受
け
る
側
と

支
援
を
す
る
側
、2
つ
の
視
点
か
ら
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講  演

「
実
践
か
ら
学
び
活
用
で
き
る
資
金
調
達
」

資
金
調
達
の
事
例
か
ら
、具
体
的
な
手
法
や

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
う

2
0
1
9
年
8
月
24・25
日
、東
京
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社
ア
ポ
ロ・ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、第
19
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
実
践
か
ら
学
び
活
用
で
き
る
資
金
調
達
」。団
体
の
財
政
基
盤
強
化
に
つ
い
て
の
昨
年
の
テ
ー
マ「
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
新
た

な
資
金
調
達
」か
ら
の
学
び
を
も
と
に
、実
際
に
資
金
調
達
を
行
っ
た
経
験
者
の
事
例
を
聞
き
、実
現
可
能
な
資
金
づ
く
り
に
向
け
て
の
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
中
央
世
話
人
の
森
幸
子
さ
ん（（
一

社
）全
国
膠
原
病
友
の
会
）は
、「
社
会
の
状
況
が

変
化
し
、難
病
や
障
が
い
者
施
策
の
見
直
し
協

議
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、課
題
は
多
い
の
が
現

状
で
す
。そ
ん
な
中
、私
た
ち
が
V
H
O-

n
e
t

で
積
み
上
げ
て
き
た
学
び
、横
の
つ
な
が
り
、発

信
力
は
社
会
を
変
え
て
い
く
力
と
な
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社

長 

原
田
明
久
氏
が
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で「
資
金

調
達
に
実
際
に
取
り
組
ん
だ
事
例
発
表
を
通
し

て
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
し
、今
後
の
資
金

づ
く
り
に
向
け
て
、よ
り
深
い
議
論
を
期
待
し
て

い
ま
す
」と
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、講
演
、事
例
発
表
、グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
分
科
会
へ
。翌
日
は
ま
と
め
の
発
表
、全

体
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
年
は
、寄
付
を
し
て
も
ら
う
た
め
の「
共

感
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
参
加
者
が
作
成
し
、投
票
で

ベ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。昨
年

か
ら
の
継
続
テ
ー
マ
に
、外
部
か
ら
見
て
い
か
に

魅
力
あ
る
団
体
に
な
る
か
や
、寄
付
を
す
る
側

か
ら
の
視
点
な
ど
も
加
わ
り
、自
分
た
ち
の
団
体

に
持
ち
帰
り
実
践
で
き
る
よ
う
な
成
果
を
目
指

し
た
、意
義
深
い
2
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

支
援
し
た
い
と
思
わ
れ
る

団
体
に
な
る
た
め
に
―
―

福
岡
看
護
大
学
健
康
支
援
看
護
部
門

成
人
看
護
学
分
野 

教
授

（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
準
備
委
員
）

　
　
　
　 

岩
本 

利
恵 

さ
ん

ヘル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
は
、企
業
と
違
い
、事

業
を
す
れ
ば
収
益
は
上
が
ら
ず
、支
出
が

増
え
る
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。よ
り

良
い
事
業
を
行
う（
事
業
の
成
長
）た
め
に

は
財
源
や
組
織
の
成
長
も
必
要
で
す
。す

な
わ
ち
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
組
織
運
営

で
は
、財
源
・
事
業
・
組
織
の
成
長
が
三
位

一体
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。団
体
と
し

て
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、事
業
活
動
は

支
援
者
に
対
し
て
説
得
力
が
あ
る
か
、理

事
や
役
員
全
員
が
資
金
調
達
の
意
義
と
必

要
性
を
理
解
し
て
い
る
か
が
重
要
で
す
。そ

こ
か
ら
団
体
に
対
し
て
、支
援
し
た
い
と
い

う「
共
感
」が
生
ま
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

ど
ん
な
人
が
活
動
し
、誰

が
寄
付
を
し
て
い
る
か
、

協
賛
企
業
や
補
助
金
を
出

し
て
い
る
自
治
体
な
ど
の

情
報
を
会
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発

信
し
、顔
の
見
え
る
団
体
、見
つ
け
て
も
ら

え
る
団
体
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
寄
付
の
呼
び

か
け
で
は
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
注
目
さ
れ
や

す
く
、目
的
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
な
写
真

や
キ
ャッ
チ
コ
ピ
ー
の
工
夫
が
必
要
で
す
し
、

寄
付
金
で
具
体
的
に
何
が
で
き
る
か
を
明

確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。ま
た
、企
業
への
寄
付

依
頼
で
は
、あ
ら
か
じ
め
担
当
者
名
や
部

署
を
確
認
す
る
、企
業
に
よ
っ
て
異
な
る
書

式
へ
の
対
応
な
ど
、留
意
す
べ
き
点
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
、

支
援
さ
れ
る
団
体
と
し
て
の
組
織
体
制
、

実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
の
情
報
や
ス
キ
ル
を

学
び
と
って
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

［参考資料：日本ファンドレイジング協会］

ヘルスケア関連団体ワークショップ

2019年8月24・2
5日

第19回



企
業
は
ど
ん
な
団
体
に

寄
付
を
す
る
の
か
―
―

フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社 

（
V
H
O-

n
e
t
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
喜
島 

智
香
子 

さ
ん

支
援
を
す
る
立
場
か
ら
、企
業
は
ど
ん
な
団
体

に
寄
付
を
す
る
の
か
に
つい
て
お
話
を
し
ま
す
。

新
規
で
寄
付
や
賛
助
会
員
の
依
頼
が
あ
っ
た
場

合
、ま
ず
団
体
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
役
員
一
覧
、

会
則
/
定
款
、収
支
報
告
、活
動
内
容
、協
賛

企
業
の一
覧
、寄
付
金
の
使
途
、資
金
の
流
れ
の

透
明
性
な
ど
を
チェッ
ク
し
ま
す
。寄
付
す
る
側

と
し
て
、団
体
の
活
動
内
容
の
充
実
は
支
援
者

の
満
足
感
に
つ
な
が
り
、寄
付
を
ど
う
使
っ
て
い

る
か
の
透
明
性
を
担
保
す
る
こ
と
は
安
心
感
を

与
え
ま
す
。こ
こ
に
な
ら
寄
付
を
し
た
い
、力
に

な
り
た
い
と
い
う
共
感
が
な
け
れ
ば
寄
付
は
し

な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、継
続
し
て
寄
付
を
も
ら
う
に
は
、年
度

始
め
な
ど
に
昨
年
の
事
業
報
告
と
今
年
の
事
業

計
画
を
伝
え
、書
類
の
書
式
な
ど
も
確
認
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。し
か
し
、毎
年
、書
類
を
郵

送
す
れ
ば
寄
付
を
し
て
も
ら
え
る
と
考
え
、何

も
事
前
に
連
絡
や
確
認
を
し
な
い
団
体
が
あ

り
ま
す
。寄
付
を
し
て
も
ら
う
前
の
お
願
い
、

そ
し
て
寄
付
を
受
け
た
後
に
は
報
告
や
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
に
よ
って
、次
年
度
に
つ

な
が
り
ま
す
。た
だ
、企
業
に
は
年
度
ご
と
の
予

算
が
あ
り
、ま
た
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
分
野
が
変
わ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、寄
付
を
断
ら
れ
た

り
減
額
が
あ
って
も
、否
定
的
な
言
動
を
せ
ず
、

「
ま
た
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
い
う
気

持
ち
で
、あ
き
ら
め
ず
、真
摯
な
態

度
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。資
金
調
達

の
活
路
を
見
出
し
て
い
く
た
め
に
、

寄
付
す
る
側
の
事
情
や
心
理
を
考
慮

す
る
こ
と
は
、と
て
も
大
切
で
す
。

　認定NPO法人 佐賀県難病支援ネットワーク
　三原 睦子 さん
災害支援プロジェクトを発足し
イベント開催で資金調達を行う

事例発表  2 　認定NPO法人 アンビシャス
　照喜名 通 さん
難病患者の就労支援のために、
沖縄指笛クラウドファンディング開催 !

事例発表  1

私たちの

チャレンジ
 !! 2018年のワークショップで刺激を受け、新たな資金調達に挑戦した2団体の事例発表が行われました。

●昨年のワークショップ後、資金調達について理事会での見直しを行
　う。資金調達の有資格者（認定ファンドレイザー®）が理事に加入。
　　　　　　
●人工呼吸器が必要な難病の子どもをもつ母親からの「災害が起
　こったとき、この子をどうしたらいいのか」という相談をきっかけに、
　災害支援対策の強化を決定。
　　　　　　
●現在、行っている大規模災害時における避難訓練を継続するた
　めの「災害支援プロジェクト」を発足。地域の防災意識を高め、
　災害弱者に配慮ができるまちづくりを目指す。
　　　　　　
●災害支援プロジェクトの発足イベントを開催し、資金調達を実施。
　寄付者への返礼品用に、患者・支援者・企業などから物品が多数、
　寄せられる。
　　　　　　
●当日の寄付金総額が41,000円に! 参加者からは「団結力があ
　る」という言葉をもらい、患者の作品が、佐賀県ふるさと納税の
　返礼品リストに載ることにも。今後の資金調達に向けての大き
　な手応えを得る。
　　　　　　
●「イベントの準備期間が短く、一般参加者への寄付広報が不十分
　だったことが反省点。佐賀県では、ふるさと納税でNPO法人を指定
　できるシステムがあり、2019年度からはこの寄付金を災害支援
　に充当し、返礼品の工夫などでより多くの資金を集めたいと考え
　ています」 

●昨年のワークショップでTazuko Ferguson（タズコ・ファーガソン
　/Madison4kids創設メンバー）さんからアメリカの有名スポーツ
　チーム・選手のグッズ提供を受け、資金調達のためのオークション開
　催を決意。ところが理事会で、集客の難しさなどを指摘され挫折する。
　　　　　　
●親交のあるAWWA（米国婦人福祉協会）に米軍基地内での
　オークション実施をお願いし、賛同を得る。ところが諸事情で企
　画は次年度に持ち越しとなり再び、挫折。
　　　　　　
●アンビシャスの収入内訳は、行政47%（委託・補助金事業）、
　企業35%（賛助会員、協賛広告など）、個人11%（会費・寄付）、
　自主事業7%（物品販売など）。他力ではなく自力での収入、自主
　事業増加を目標に掲げ、仕切り直す。
　　　　　　
●10年前に取り組んだ、沖縄指笛の製造・販売を復活。難病
　患者の在宅就労を叶えるために、指笛を簡単に製作できる道具
　を開発し、より多くの人が就労でき、工賃アップを目指す。その
　ための資金調達へ――。
　　　　　　
インターネットで寄付を募る
沖縄指笛クラウドファンディングを開催 !
期間は2019年8月19日～10月4日。 目標金額3,000,000円
「挫折もありましたが、あきらめないことが大切。クラウドファンディン
グは運営会社の選び方から寄付者を増やすための仕掛け、返礼
品や感謝のメールなど、きめ細かな対策や対応が不可欠です。
目標金額を目指して
頑張っています ! 」
（2019年10月4日、
支援総額
￥1,126,000で終了）

まねきねこ第53号



分科会 & グループ発表

自分ならばどう取り組むか。何ができるか。
実践につなぐために、模擬事例の具体的な
資金調達計画に取り組む
資金調達についての講演・事例発表を受けた分科会では、3つの模擬事例に
対して、参加者が団体の理事の立場になり、組織・事業・財政の課題を話し合い、
実現可能な資金調達計画の作成に取り組みました。
ディスカッションの中で、資金調達をより身近にとらえられるようになった、自ら
の団体や活動の振り返りができた、さまざまな学びや気づきが得られたとの声
が多く聞かれました。ここでは、分科会のグループ発表を要約してご紹介します。

ヘルスケア関連団体ワークショップ

2019年8月24・2
5日

第19回

模擬事例1 全国組織の県支部として立ち上げた団体

▼資金調達計画
　●プロ野球の試合中にジェット風船を飛ばすプロジェクト
　●球団の協力と繰越し金の活用で、風船の包装紙に
　　共感メッセージを印刷し販売
　●募金も受け付ける
▼実現するための取り組み
　●役員や理事会を見直し、役割分担を行う
　●実行委員会を立ち上げ、新しい役員や役割を担える会員を登用
　●「◯◯デー」というような形で、イベントを継続させる

　ビジョンやミッションを明確にして
　思いを訴求するイベントを企画

グループ2

▼資金調達計画
　●15周年記念イベント開催
　●クラウドファンディング、
　　グッズを作成し販売
　●団体のイメージキャラクターの募集
　●ロゴを作成し、Tシャツを作成・販売
▼実現するための取り組み
　●ホームページに活動報告、定款、役員名簿、収支報告書を掲載
　●ブログやフェイスブックを活用して、活動や患者の現状を訴求
　●外出をサポートする旅行会社に協賛を依頼
　●外出支援のための事業や、事業所の立ち上げを目指す
　●ボランティアの活用

　「患者や家族を孤立させない」
　ためのイベントを開催

グループ4

寄付する側の視点が参考になっ
た

寄付者に感謝を伝えることが必
要

資金調達には企画力が必要

クラウドファンディングなどを身近に
感じることができた

信頼される団体になるには、財政の
透明性が必要

活動を継続していることが大切

共感が寄付や支援につながる

理事会・役員全員の協力が重要

会員を増やすことだけを考える
時代ではない

楽しんで活動できることが重要

視点を外部に向ける必要性を感
じた

講演や事例発表の感想や学び
分科会

グループ発表
から

▼資金調達計画
　●寄付収入と事業収入に分ける
　●寄付収入で、研究助成やピアサポーター養成、外国人への相談を行う
　●患者講師派遣や、グッズ販売で事業収入を増やす

▼実現するための取り組み
　●ホームページで広告を募り、
　　寄付しやすいシステムを構築
　●情報公開を行う
　●外部の人に理事になってもらう
　●調査研究助成、患者講師派遣、
　　ピアサポーター養成など事業を
　　増やす

　インターネットを活用して
　寄付収入・事業収入を得る

グループ5

模擬事例2 法人格を有する全国規模の患者団体

▼資金調達計画
　●「孤立する人をなくす」をミッションとする
　●療養生活の向上（検診の実施）、
　　BBQ、芋煮会、クリスマス会の開催
　●余剰金を活用して、プロジェクトを立ち上げる

▼実現するための取り組み
　●事業を可視化し、顔が見える団体になる
　●プロジェクトを通して外部の人にも参加してもらう
　●支援者を増やし、さまざまな人を巻き込んでいく
　●支部に権限を与え、自立させる

　余剰金を活用して
　支部のプロジェクトを行う

グループ6



模擬事例3 地域を核とした難病の患者団体

▼資金調達計画
　●大演芸会やライブ・オークションなど楽しい集まりを開催し、資金
　　調達も兼ねる
　●魅力的な活動・コンテンツにより会員を集める

▼実現するための取り組み
　●ビジョンやミッションを明確にし、役員・会員の間で共有する
　●会議には食事や合宿を取り入れ、リラックスして参加できるようにする
　●共有できない人が自然に去り、賛同者が集まるようにする

　楽しさをキーワードに
　イベントを開催

グループ1

▼資金調達計画
　●地域の人が参加したくなるような魅力的な企画、イベントを行う
　●多くの人が参加できるように、まちカフェを各地域で開催
　●飲食店とコラボしてミニコンサートを開く
　●イベントごとにチラシを作成し、広告を集める
　●さまざまな店に広告依頼する

▼実現するための取り組み
　●定款・会則・細則、理事の決め方や任期などを明確にする
　●ボランティアや保健師の協力で、役員の負担を減らす
　●団体の目的を、外向きにする
　●集めた資金は地域に還元する
　●マンスリーサポーターを集める

　難病の人が街とつながる
　まちカフェを開催

グループ3

ワークショップでの学びや気づきを
明日からの実践に活かす

出会いに
 感謝したい…

明日から
取り組みたい

全体討論では、自らの反省や気づきとして「手持ち資金ででき
ることを考えていたが、まず何がしたいのか、それには資金は
いくら必要か、発想を逆にするというのは大きな学び」「会員を
増やすことを優先するのではなく、ポリシーを明確にして賛同
者を増やすという考え方が印象的」「財政を考えると、組織や
事業の課題も明らかになる」などの意見がありました。資金調
達に臨む姿勢として「賛同できる人たちが一緒に活動すると
力は大きくなり、動いてくれる人も増える」「参加した人も楽し
いウィンウィンの関係が重要。共感してもらえると継続につな
がる」などの意見、今回のテーマについて「みんなが自分の問
題としてとらえ直す機会になった。それぞれが持ち帰るものが
多かったのではないか」「あきらめるのか、頑張って資金調達
するのか、団体の発展の大きな分岐点になるのではないか」
「昨年の夢から、今年は実践へ。2年かけての意義のあるワー
クショップとなった」との感想もありました。昨年、基調講演を
行ったタズコ・ファーガソンさんは「皆さんがやってみようという
気持ちになってくれてうれしい。次は実践の報告を聞きたい」
と励ましの言葉を述べました。
ワークショップ全体の感想として、初参加者からは「学びを持
ち帰り、ここから始めたい」「とても刺激を受けた」「元気をも

らった」「さまざまなリーダー像に出会い、心が軽くなった。楽し
く活動するヒントが学べた」などの発言がありました。
最後に中央世話人の伊藤智樹さん（富山大学人文学部准
教授）が「資金調達を具体化して考えるほど、団体の根本的
な問題にたどり着く。活動に閉塞感を感じたり、流れを変えた
いと思ったりしたときに、資金調達に注目するのは非常に有効
な方法ではないかと感じた。明日から進んでいきましょう」と締
めくくりました。
昨年の学びを基礎として、資金調達について仲間の挑戦を
知り、自分のこととして身近に考えた今年のワークショップは、
多くの参加者にとって心に響くものとなったようです。

団体に
持ち帰りたい

共感される団体となるために、参加者が所属
団体の共感メッセージを作成し、互選投票に
よるベスト3が発表されました。

まねきねこ第53号



国
連
で
の
よ
り
よ
い
審
査
と
勧
告
に
役
立
て

国
内
で
の
条
約
実
施
と
施
策
の
向
上
を
目
指
す

「
J
D
F
障
害
者
権
利
条
約
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
」

「
私
た
ち
抜
き
に

私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な
い
で
」

を
合
言
葉
に

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約（
略
称
：
障
害

者
権
利
条
約
）は
、2
0
0
6
年
に
国
連
総
会

に
お
い
て
採
択
さ
れ
、日
本
は
2
0
0
7
年
に

条
約
に
署
名
し
、2
0
1
4
年
に
批
准
し
ま
し

た
。一
般
に
条
約
は
各
国
の
代
表
団
だ
け
で
議

論
し
ま
す
が
、障
害
者
権
利
条
約
は「
私
た
ち

抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な
い
で
」と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
て
各
国
の
障
が
い
者
団
体

も
議
論
に
参
加
し
た
の
が
特
徴
で
す
。現
在
、

国
連
加
盟
国
1
9
3
ヶ
国
の
う
ち
1
7
9
ヶ
国

（
2
0
1
9
年
8
月
現
在
）が
批
准
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
さ
ん　
「
条
約
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、

障
が
い
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
や
、社
会
モ
デ

ル
と
い
う
理
念
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。社
会
モ
デ

ル
と
は
、障
が
い
は
個
人
に
原
因
が
あ
る（
医
学

モ
デ
ル
）の
で
は
な
く
、社
会
の
障
壁
と
の
か
か

わ
り
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
と
い
う
考
え

方
で
す
。ま
た
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

と
も
に
学
ぶ
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
教
育
を
掲

げ
て
い
る
の
も
特
徴
で
、障
が
い
者
を
隔
離
す

る
の
で
は
な
く
、地
域
で
と
も
に
生
き
て
い
く

こ
と
が
条
約
の
大
き
な
柱
と
な
って
い
ま
す
」。

※日本障害フォーラム（JDF）は、障がいのある人の権利を推進
　することを目的に、障がい者団体を中心として設立されました。
　現在13団体で構成されています。
　 https://www.normanet.ne.jp/̃jdf

認定NPO法人 DPI
（障害者インターナショナル）
日本会議

佐藤 聡 さん

全国「精神病」者集団

山田 悠平 さん
公益財団法人 
日本障害者リハビリテーション
協会（JSRPD）

原田 潔 さん

公益社団法人 
全国精神保健福祉会連合会
（みんなねっと）

小幡 恭弘 さん

■今回コメントをいただいた日本障害フォーラム（JDF）の皆さん

国連での審議風景

国連・障害者権利委員会では、2016年に日本政府
が提出した「第1回政府報告」を受けて、障害者権利
条約の実施状況について審査する「建設的対話」を
2020年秋に実施する見込みです。日本障害フォー
ラム（JDF、以下JDF）は、政府報告に対して当事者
の視点から現状や要望をまとめたパラレルレポート
を国連に提出し、ジュネーブで行われた作業部会に
参加するなど積極的な活動を続けています。
そこで、パラレルレポート作成や、作業部会のブリー
フィングに携わった皆さんに、取り組みの経緯やそれ
ぞれの立場からの展望をお聞きしました。

2018年 富山での地域フォーラム



手
話
言
語
、障
が
い
女
性

精
神
障
が
い
な
ど
を
テ
ー
マ
に

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
実
施

よ
り
よ
い
審
査
と
勧
告

そ
し
て
条
約
の
実
施
と

施
策
の
向
上
を
目
指
し
て

批
准
国
に
対
し
て
は
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ

れ
る
障
害
者
権
利
委
員
会（
以
下
、権
利
委

員
会
）が
各
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
建
設
的

対
話
を
行
い
審
査
し
ま
す
。そ
の
プ
ロ
セ
ス
の

中
で
、障
が
い
者
団
体
な
ど
市
民
社
会
か
ら

国
連
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
が
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
で
す
。そ
の

後
、権
利
委
員
会
が
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
も
参

考
に
し
な
が
ら
、政
府
の
報
告
に
対
し
て
事
前

質
問
事
項
を
検
討
し
、建
設
的
対
話
、勧
告

（
総
括
所
見
）へ
と
進
み
ま
す
。

2
0
1
6
年
に
日
本
政
府
が
提
出
し
た
報
告

に
対
し
て
は
、2
0
2
0
年
秋
頃
に
建
設
的
対

話
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。J
D
F
で
は
、準

備
会
を
経
て
2
0
1
8
年
に「
J
D
F
障
害
者

権
利
条
約
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
特
別
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、所
属
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
集
め
て
意
見
集
約
版
を
作
成
。そ
の

後
、J
D
F
に
直
接
加
盟
し
て
い
な
い
障
が
い

者
団
体
や
労
働
組
合
な
ど
幅
広
い
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
を
完
成

さ
せ
、2
0
1
9
年
7
月
に
国
連
に
提
出
し

ま
し
た
。

原
田
さ
ん　
「
私
た
ち
は
す
べ
て
の
条
文
に
つい

て
取
り
上
げ
た
た
め
、と
て
も
長
い
レ
ポ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。多
様
な
団
体
が
参
加
し
て
い

ま
す
か
ら
多
様
な
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
絞
り
込
む
こ
と
は
せ
ず
、合
意
で
き

る
範
囲
で
す
べ
て
掲
載
し
ま
し
た
」。

パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
団
体
は
、権

利
委
員
会
に
対
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
※
が

で
き
る
た
め
、2
0
1
9
年
9
月
22
〜
25
日
に

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
事
前
質
問
事
項
の
作

業
部
会
に
は
J
D
F
訪
問
団
が
参
加
し
ま
し

た
。事
前
質
問
事
項
は
、権
利
委
員
会
が
重

要
点
に
つ
い
て
国
に
質
問
を
す
る
も
の
で
、最

終
的
な
勧
告
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

J
D
F
で
は
、パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら

最
重
要
10
項
目
、重
要
課
題
8
項
目
を
選
び
、

権
利
委
員
に
ロ
ビ
ー
活
動（
委
員
と
の
対
話
）

を
実
施
。さ
ら
に
作
業
部
会
で
の
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
で
は
、情
報
保
障
、手
話
言
語
、障
が
い

女
性
、精
神
障
が
い
、地
域
移
行
、教
育
な
ど

の
項
目
に
つ
い
て
担
当
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん　
「
障
が
い
女
性
は
、障
が
い
と
女
性

と
い
う
複
合
的
な
差
別
の
問
題
で
、国
際
的

に
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
って
い
ま
す
が
、日
本
で

は
ま
だ
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

情
報
保
障
は
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
／
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題
で
す
」。

原
田
さ
ん　
「
2
0
1
1
年
に
改
正
さ
れ
た

障
害
者
基
本
法
で
手
話
は
言
語
と
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、手
話
言
語
の
法
制
化
は
実
現

し
て
い
ま
せ
ん
。手
話
を
学
ぶ
、手
話
で
学
ぶ

こ
と
な
ど
を
教
育
に
組
み
込
み
、社
会
生
活

の
中
で
の
手
話
通
訳
を
保
障
し
て
ほ
し
い
の
で

す
。ろ
う
者
に
と
っ
て
手
話
は
母
語
で
あ
り
、

ア
イ
デ
ン
ティ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
か

ら
、大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

ま
た
、精
神
障
が
い
の
課
題
も
J
D
F
が
重
視

す
る
テ
ー
マ
で
す
。日
本
は
他
国
に
比
べ
て
、

精
神
科
病
院
の
病
床
数
が
突
出
し
て
多
く
、

強
制
入
院
や
長
期
入
院
な
ど
の
課
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

山
田
さ
ん　
「
精
神
障
が
い
を
も
ち
な
が
ら
も

地
域
で
暮
ら
す
、自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
、法
制
度
の
面
か
ら
も
変
え
て
い
く
道

筋
を
つ
く
って
い
く
こ
と
が
、私
た
ち
の
大
き
な

目
的
で
す
。日
本
の
現
状
が
国
際
的
な
人
権

感
覚
と
逆
行
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
の

が
、今
回
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」。

小
幡
さ
ん　
「
権
利
委
員
会
は
人
権
の
侵
害
に

つい
て
重
点
を
置
い
て
い
る
の
で
、特
に
精
神
障

が
い
の
課
題
は
、こ
の
取
り
組
み
の
本
質
を
突

く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
地
域

移
行
も
重
要
な
課
題
で
、本
来
、地
域
で
生

活
で
き
る
は
ず
な
の
に
、社
会
資
源
が
乏
し
い

た
め
に
地
域
で
生
活
で
き
な
い
人
が
多
数
い
ま

す
。一
方
、地
域
移
行
が
う
ま
く
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、よ
い
実
践
を
施
策
づ
く

り
に
結
び
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

来
年
に
は
建
設
的
対
話
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

J
D
F
は
訪
問
団
を
送
り
、積
極
的
に
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
や
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

佐
藤
さ
ん　
「
国
連
の
勧
告
に
法
的
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、国
際
的
な
指
摘
で
す
か
ら
、

こ
れ
を
活
か
し
て
法
制
度
や
施
策
を
向
上
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。日
本
政
府
は
障
害

福
祉
分
野
に
対
し
て
は
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、よ
り
よ
い
勧
告
を

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、よ
い
方
向
へ
動

く
可
能
性
は
あ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」。

山
田
さ
ん　
「
パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
に
は
広
範
な

障
が
い
に
対
す
る
課
題
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

の
で
学
び
の
ツ
ー
ル
に
も
な
り
、私
自
身
、他
の

団
体
や
他
の
分
野
の
課
題
を
学
ぶ
機
会
と
な

り
ま
し
た
。地
域
で
も
、も
っ
と
つ
な
が
ろ
う
、

学
ぼ
う
、障
害
者
権
利
条
例
を
作
ろ
う
と
い

う
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
、草
の
根
レ
ベ
ル

で
の
活
動
に
も
活
か
し
た
い
で
す
ね
」 。

小
幡
さ
ん　
「
権
利
委
員
か
ら
、社
会
整
備
や

支
援
者
、家
族
に
対
す
る
質
問
も
多
く
受
け

ま
し
た
。家
族
の
会
の
代
表
と
し
て
、パ
ラ
レ
ル

レ
ポ
ー
ト
を
補
完
す
る
情
報
提
供
の
あ
り
方

も
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。ま
た

日
本
に
も
独
立
し
た
人
権
機
関
が
必
要
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。勧
告
が
ゴ
ー
ル
で
は

な
く
、そ
れ
を
足
場
に
し
て
ど
う
活
か
し
て

い
く
か
は
私
た
ち
次
第
で
す
か
ら
、こ
れ
か

ら
も
連
帯
し
て
動
き
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」 。

原
田
さ
ん　
「
条
約
批
准
に
先
立
ち
、障
害
者

基
本
法
が
制
定
さ
れ
、障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
通
称
：

障
害
者
差
別
解
消
法
）が
で
き
た
流
れ
は

他
の
人
権
分
野
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
連
の
勧
告
を
う
ま
く
活
か
し
、国
内
で
の

条
約
実
施
と
施
策
の
向
上
に
つ
な
げ
て
、他
の

分
野
に
も
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」 。

パ
ラ
レ
ル
レ
ポ
ー
ト
や
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
、障

害
者
権
利
委
員
会
の
事
前
質
問
事
項
や
勧

告
に
大
き
な
影
響
力
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
関
連
団
体
が
ま
と
ま
り
、

多
く
の
障
が
い
者
が
直
面
す
る
現
状
や
、優
先

さ
れ
る
べ
き
課
題
、立
ち
遅
れ
て
い
る
領
域
に

光
を
当
て
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
の
今
後
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

※ブリーフィングとは：ビジネス用語としては「簡潔な状況説明」といった意味で用いられることもあるが、
　　　　　　　　　ここでは「事前確認、情報説明」という意味まねきねこ第53号



大学で精神保健福祉士を目指す
学生を育成する一方、ソーシャル
ワーカー、研究者として、精神障
がいをもつ人たち（以下、精神障
がい者）が、病いがあっても自分
らしく生きることができる社会の
あり方について研究をしている
栄セツコさん。活動の柱は、精神
障がいをもつ当事者の人たちが
公共の場で自身の経験を語る
「病いの語り」の開催と、ピアサ
ポーターの養成です。精神障が
い者の地域生活支援が提唱され
る中、偏見をなくし、社会を変え
ていく語りやピアサポートの力
について、お話を伺いました。

当
事
者
が
語
る
こ
と
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
や
変
化
が

あ
り
ま
す
か

私
は
小
児
喘
息
の
た
め
、小
学
校
時
代
の
ほ
と
ん
ど
を
病

院
で
過
ご
し
ま
し
た
。長
い
入
院
期
間
中
、医
師
は
い
つ
も
、

私
の
治
療
方
針
を
親
と
の
話
し
合
い
で
決
め
て
い
ま
し
た
。

私
の
治
療
な
の
に
医
師
と
親
が
決
め
る
と
い
う
こ
と
が
、小

さ
い
な
が
ら
に
い
や
で
し
た
。そ
の
と
き
に
私
の
気
持
ち
を

代
弁
し
医
師
に
伝
え
て
く
れ
た
の
は「
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
」と

い
う
名
札
を
つ
け
た
人
で
し
た
。そ
の
姿
を
見
て
自
ず
と
、

大
き
く
な
っ
た
ら
そ
う
い
う
仕
事
に
進
み
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
、小
児
科
で
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
目
指
し
ま

し
た
が
、「
大
人
も
援
助
で
き
る
よ
う
に
、精
神
科
の
臨
床

を
経
験
し
た
方
が
い
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、精
神
科

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
※

の
道
を
選
び
ま
し
た
。勤
務
し
た
国

分
病
院
、東
京
武
蔵
野
病
院
は
、患
者
主
体
の
医
療
を
掲

げ
て
お
り
、患
者
の
言
葉
を
聴
く
た
め
の
ス
キ
ル
を
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、同
様
の
経
験
を
も
つ

人
々
の
語
り
合
い
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。こ
の
2
つ
の

病
院
が
、私
の
研
究
の
礎
を
つ
く
って
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、大
学
院（
修
士
課
程
）で
の
研
究
テ
ー
マ
は
、地
域

で
精
神
障
が
い
者
の
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

精
神
科
病
院
に
お
け
る
長
期
入
院
者
、い
わ
ゆ
る「
社
会
的

入
院
者
」と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
す
。こ
の
人
た
ち
は
社

会
に
受
け
皿
が
な
い
た
め
に
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

人
た
ち
で
、そ
の
多
く
は「
病
気
の
こ
と
は
誰
に
も
語
っ
て
は

な
ら
な
い
」と
家
族
や
親
せ
き
に
言
わ
れ
て
き
た
人
た
ち
で
し

た
。そ
の
出
会
い
か
ら
、精
神
の
病
い
は
病
気
そ
の
も
の
か
ら

く
る
生
活
の
し
づ
ら
さ
に
加
え
、社
会
の
偏
見
か
ら
生
じ
る

生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。一
般
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成（
現
在
の
精
神
保

健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
研
究
に
携
わ
っ
て
わ
か
っ
た
の
は
、

精
神
障
が
い
に
つ
い
て
専
門
職
が
説
明
す
る
よ
り
も
、当
事

者
が
語
る
方
が
、聞
き
手
の
偏
見
意
識
が
減
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、大
学
院
の
博
士
課
程
で
は
、当
事

者
に
よ
る
語
り
の
場
を
地
域
に
開
拓
す
る
方
策
に
つ
い
て
研

究
し
よ
う
思
い
ま
し
た
。

病
い
の
語
り
の
場
に
は
、3
種
類
あ
り
ま
す
。①
専
門
職
が

患
者
の
語
り
を
聞
き
、回
復
を
促
し
て
い
く
面
接
の
語
り
。

②
病
い
に
よ
る
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
分
か
ち
合
う
、セ
ル
フ
ヘ

ル
プ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
語
り
合
い（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
）。③
社

会
に
向
け
て
、精
神
障
が
い
者
の
偏
見
を
減
ら
し
て
い
こ
う

と
い
う
語
り
で
す
。私
は
、③
の
語
り
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い

ま
す
。当
事
者
の
人
た
ち
は
語
る
こ
と
で
自
分
の
病
気
に
つ

い
て
理
解
で
き
、同
様
の
経
験
を
し
た
人
た
ち
と
の
語
り
合

い
の
中
で
言
葉
を
獲
得
し
て
い
く
。語
り
に
は
自
身
の
体
験

を
経
験
と
し
て
つ
な
げ
、仲
間
と
つ
な
が
り
、未
来
と
つ
な

が
る
と
い
う
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
要
素
が
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ

ん
、語
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、語
ら
せ
る
側
の
権
力
、語
り
合
い

に
お
け
る
同
調
行
為
な
ど
、課
題
も
あ
り
ま
す
。

〝
病
い
の
語
り
〞と〝
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
〞を

通
し
て
、精
神
障
が
い
を
も
つ
人
た
ち
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
を
つ
く
る
研
究
に
取
り
組
む

精
神
障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
に

関
す
る
研
究
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

桃山学院大学
社会学部
社会福祉学科 教授

栄 セツコ さん
※精神科ソーシャルワーカー
　精神障がい者やその家族の生活上の相談にのり、社会生活に関する支援を行う人。　
　1997年に精神保健福祉士として国家資格化された。



V
H
O-

ne
t
の
活
動
に
も

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
い
う
と
こ
ろ
に

共
感
さ
れ
て
い
ま
す
か

2
0
0
6（
〜
2
0
1
2
）年
か
ら
、教
育

機
関
に
出
向
い
て
語
る
活
動
を
始
め
ま
し

た
。N
P
O
法
人 

精
神
障
害
者
支
援
の

会
ヒ
ッ
ト
と
の
協
働
で
、語
り
部
グ
ル
ー
プ

「
ぴ
あ
の
」を
結
成
し
、当
事
者
と
いっ
し
ょ

に
小
・
中
・
高
等
学
校
に
出
向
き
、児
童
、

生
徒
、保
護
者
、教
職
員
の
、精
神
障
が
い

者
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
す
。私
は
全
体
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

ヒ
ッ
ト
の
職
員
と
担
当
し
、当
事
者
の
フ
ォ

ロ
ー
や
教
育
機
関
と
の
交
渉
、活
動
の
効

果
測
定
な
ど
を
担
い
ま
し
た
。

病
い
の
語
り
の
強
み
は
、二
つ
あ
り
ま
す
。一

つ
は
当
事
者
の
生
活
用
語
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
で
す
。た
と
え
ば
、う
つ
病
の
人
が「
朝
、起
き
る
と
き
、

10
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
お
米
を
抱
え
て
い
る
く
ら
い
し
ん
ど
い
」

「
歯
ブ
ラ
シ
が
重
い
」と
い
う
表
現
を
使
う
。そ
れ
は
小
学
生

で
も
わ
か
り
ま
す
。あ
る
子
ど
も
が
感
想
文
に「
お
母
さ
ん

の
う
つ
病
は
な
ま
け
だ
と
思
っ
て
い
た
。で
も
、お
話
を
聞
い

て
お
母
さ
ん
は
毎
朝
、重
た
い
お
米
を
背
負
っ
て
い
る
の
だ
と
、

よ
く
わ
か
っ
た
」と
あ
り
ま
し
た
。当
事
者
の
生
活
用
語
は

見
え
な
い
障
が
い
の
理
解
を
促
す
の
で
す
。も
う
一つ
の
語
り

の
強
み
は
、病
い
の
経
験
に
よ
って
得
た
知
恵（
経
験
知
）が
組

み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。そ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
精
神
障
が
い
者
と
の
良
い
接
触
体
験
に
な
り
ま
す
。テ
レ
ビ

や
大
人
に
影
響
さ
れ
た
、「
な
ん
と
な
く
恐
い
」と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
、当
事
者
の
病
い
の
語
り
を
聞
く
こ
と
で
、病
気

は
そ
の
人
の一
部
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
体
験
的
に
理

解
で
き
る
の
で
す
。「
ぴ
あ
の
」の
活
動
は『
こ
こ
ろ
の
病
い
の

物
語
を
つ
む
ぐ
』と
い
う
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

病
い
の
語
り
に
加
え
、も
う
一つ
の
活

動
の
柱
は
、当
事
者
同
士
の
経
験
知

を
活
か
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
で
す
。

2
0
1
6
年
か
ら
は
厚
生
労
働
省
の

障
害
者
政
策
総
合
研
究
事
業
で
、「
障

害
者
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
専
門
性
を
高
め
る
た
め
の
研
修
に
関

す
る
研
究
」に
研
究
協
力
者
と
し
て
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。身

体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
、難
病
な
ど
、す
べ
て
の
障
が
い

に
か
か
わ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
の

が
今
の
国
の
動
き
で
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
方
法
な
ど

に
つい
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

V
H
O-

ne
t
に
参
加
し
、難
病
な
ど
の
疾
患
で
も
社
会
で

の
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活

動
に
つ
い
て
も
知
る
機
会
を
得
ま
し
た
。「
V
H
O-

ne
t
が

考
え
る 

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
5
か
条
」で
の
、社
会
に
向
け
て
発

信
し
て
い
く
と
い
う
要
旨
も
私
の
研
究
テ
ー
マ
と
呼
応
し
て

い
ま
す
。2
0
1
8
年
度
に
、日
本
学
術
振
興
会
か
ら
助
成

を
得
て
、『
私
の
物
語
・
あ
な
た
の
物
語
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー　

病
い
の
語
り
か
ら
学
ぶ
』と
い
う
冊
子
を
ま
と
め

ま
し
た
。専
門
分
野
の
精
神
障
が
い
に
加
え
、難
病
を
患
っ

て
い
る
人
た
ち
や
そ
の
家
族
の
語
り
も
綴
り
た
い
と
関
西
学

習
会
で
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、4
団
体
が
寄
稿
し
て
く
れ
ま

し
た
。講
演
や
講
義
な
ど
の

際
に
も
配
布
し
て
お
り
、私

が
教
え
て
い
る
学
生
た
ち
に

も
難
病
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

団
体
を
知
る
機
会
に
な
れ
ば

と
思
って
い
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
か
ら
高
校
の
保
健
体
育
の
教
科
書
に
、精

神
疾
患
の
予
防
と
回
復
に
関
す
る
項
目
が
入
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。医
療
関
係
者
や
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
、こ
の
こ

と
に
つ
い
て
声
を
上
げ
、文
部
科
学
省
に
働
き
か
け
て
き
ま

し
た
。直
接
的
に
私
の
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
ぴ
あ
の
」

の
活
動
な
ど
、病
い
の
語
り
の
実
践
や
研
究
を
し
て
き
て
良

か
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

も
、厚
生
労
働
省
が
重
視
す
る
流
れ
の
中
、病
い
の
経
験
か

ら
得
た
当
事
者
の
経
験
知（
経
験
的
知
恵
）と
、支
援
者
が

も
つ
専
門
知（
専
門
的
知
識
）の
二
つ
が
協
働
す
る
コ
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョン
の
実
践
は
重
要
な
観
点
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で「
支
援
さ
れ
る
人
」と
思
わ
れ
て
い
た
精
神
障
が
い

者
が
、そ
の
病
い
の
経
験
を
社
会
で
活
か
し
、「
支
援
す
る

人
」に
も
な
る
。そ
の
こ
と
に
社
会
を
変
え
て
い
く
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
ま
す
。病
気
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
、病
気
に

な
っ
た
か
ら
こ
そ
得
た
経
験
知
を
大
切
に
す
る
。そ
し
て
自

分
の
病
い
の
経
験
知
が
誰
か
の
役
に
立
ち
、一
般
の
人
も
そ

の
経
験
知
か
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
確
認
で
き
る
よ
う
な

機
会
や
場
を
増
や
し
、そ
れ
が
文
化
と
な
る
よ
う
な
研
究

を
目
指
し
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
社
会
への
働
き
か
け
は「
草

の
根
運
動
」と
言
え
る
も
の
で
す
。私
は
こ
の
言
葉
が
大
好

き
で
す
。歩
み
は
地
道
で
す

が
、根
っ
こ
が
腐
ら
な
い
限

り
揺
ら
が
な
い
。そ
の
た
く

ま
し
さ
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

2003年大阪市立大学大学院生活科学
研究科人間福祉学専攻博士課程後期
課程 満期退学、17年立命館大学大学
院先端総合学術研究科一貫制博士課
程修了（学術博士）。医療法人養心会 
国分病院、（一財）精神医学研究所附属
東京武蔵野病院に精神科ソーシャル
ワーカーとして勤務。13年より現職。
■著書
2018年『病いの語りによるソーシャルワー
ク エンパワメント実践を超えて』（金剛出
版）、15年『こころの病いの物語をつむぐ 
学校における語り部活動』（共著・やどかり
出版）、15年『本物のパートナーシップとは
何か？』（共訳・金剛出版）、01年『精神保
健福祉士の仕事』（共著・朱鷺書房）他

栄 セツコ さん
プロフィール

研
究
を
続
け
て
き
た
中
で

社
会
の
変
化
な
ど
、

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
こ
と

ま
た
、今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

まねきねこ第53号



第
30
回
九
州
学
習
会
が
、熊
本
市
の
城
彩

苑
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は「
団
体
の
活
動
を
ひ
ろ
げ
よ
う
!

｜
他
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
か
ら
学
ぶ
｜
」で
、午

前
の
部
で
は
他
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
事
例
紹
介
と
し
て
3
団
体
が
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

認
定
N
P
O
法
人 

佐
賀
県
難
病
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
三
原
睦
子
さ
ん
は
、「
大
規
模
災

害
時
の
支
援
に
つ
い
て
」と
題
し
、佐
賀
県

と
の
協
働
提
案
事
業
や
佐
賀
大
学
医
学
部

附
属
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
の

災
害
ア
プ
リ
開
発
支
援
な
ど
を
紹
介
。熊
本

S
C
D
・
M
S
A
友
の
会
の
手
島
明
さ
ん

は
、患
者
と
そ
の
家
族
に
限
ら
ず
、経
済
的

な
応
援
団
と
し
て
賛
助
会
員
が
多
い
と
い
う

団
体
の
特
徴
に
つ
い
て
、そ
し
て
聖
マ
リ
ア
学

院
大
学
助
教 

谷
口
あ
け
み
さ
ん
か
ら
は「
教

育
機
関
と
患
者
団
体
の
コ
ラ
ボ
」と
題
し
、熊

本
県
内
の
大
学
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
に

よ
る
難
病
カ
フ
ェの
開
催
や
、学
園
祭
で
の
啓

発
用
パ
ネ
ル
展
示
計
画
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
午
後
か
ら
は
、2
班
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
へ
。ま
と
め
発
表
で
は
、地
元

の
民
生
委
員
や
自
治
会
と
つ
な
が
る
こ
と
で

災
害
弱
者
や
地
域
防
災
へ
の
意
識
が
高
ま

る
、企
業
や
教
育
機
関
な
ど
と
つ
な
が
る
こ

と
で
多
彩
な
視
点
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
が
得
ら

れ
る
、行
政
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
団
体

の
信
頼
に
も
つ
な
が
る
、活
動
の
目
的
が
明

確
で
な
い
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し
い
な

ど
、メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
多
様
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
全
体
討
論
を
経
て
、他
団
体
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
は
、団
体
と
い
う「
器
」よ
り

も
そ
こ
に
所
属
す
る「
人
」と
つ
な
が
る
こ
と
、

ま
た
継
続
し
て
活
動
を
行
って
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参加団体
■NPO法人 熊本県難病支援ネットワーク
■九州IBDフォーラム 熊本IBD
■熊本SCD・MSA友の会
■認定NPO法人
　佐賀県難病支援ネットワーク
■CFS（慢性疲労症候群）
　支援ネットワーク
■くまもとぱれっと
　（長期療養中の子どもと暮らす家族の会）
■上益城地域難病友の会
　（ゆうじん喜びの会）
■Breast Cancer Network Japan 
　あけぼの会
■再発性多発軟骨炎（RP）患者会 

（
2
0
1
9
年
5
月
19
日
）

第20回
東海学習会

ｉｎ 名古屋

（
2
0
1
9
年
6
月
8
日
）

第30回
九州学習会

ｉｎ 熊本

他
団
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

事
例
に
学
び
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
や

デ
メ
リ
ッ
ト
の
解
消
法
を
話
し
合
う

第
20
回
東
海
学
習
会
が
名
古
屋
都
市
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「『
つ
な

が
ろ
う
地
元
、起
こ
し
て
い
こ
う
行
動（
ア
ク

シ
ョ
ン
）Vo
l.
1
』〜
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
つ
な

が
り
が
起
こ
す
新
し
い
行
動
を
探
そ
う
〜
」

で
す
。

第
一プ
ロ
グ
ラ
ム
の「
み
ん
な
の
前
で
し
ゃ
べっ
て

み
よ
う
よ
」で
は
、も
や
も
や
病
の
患
者
と
家

族
の
会 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
奥
田
洋
子
さ
ん
が

講
演
を
行
い
ま
し
た
。14
年
前
、娘
が
脳
出

血
発
症
後
、も
や
も
や
病
と
診
断
さ
れ
、後

遺
症
を
克
服
し
て
い
く
過
程
や
、介
護
を
す

る
家
族
へ
の
ケ
ア
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
発

表
。ま
た
、講
師
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、

笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
組
み
合
わ
せ
た
健

康
体
操
を
紹
介
し
、参
加
者
全
員
で
行
い
、

会
場
に
笑
い
声
と
と
も
に
笑
顔
が
広
が
り

ま
し
た
。

第
二
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、C
M
T
友
の
会
の
山

田
隆
司
さ
ん
が「
当
事
者
体
験
を
活
用
す
る

こ
と
〜
自
身
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
探
し
を
し
て
み

よ
う
〜
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

C
M
T
の
疾
患
説
明
か
ら
始
ま
り
、小
児
で

の
発
症
か
ら
学
校
生
活
、思
春
期
、作
業
療

法
士
を
目
指
す
過
程
で
の
夢
や
挫
折
な
ど
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
れ
ら
の
体

験
を
通
し
て
の
気
づ
き
で
あ
る「
当
事
者
で

あ
り
支
援
者
で
も
あ
る
、〝
当
事
者
セ
ラ
ピ
ス

ト
〞と
し
て
、社
会
的
役
割
が
果
た
せ
る
の
で

は
な
い
か
」と
い
う
問
題
提
起
を
行
い
、グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
へ
と
移
り
ま
し
た
。

各
自
が
当
事
者
と
し
て
の
強
み
、弱
み
を
付

箋
に
書
き
込
み
意
見
を
出
し
合
い
、ま
と
め

発
表
で
は
、「
実
感
を
伴
っ
た
共
感
や
理
解
は

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
で
の
強
み
に
な
る
」「
ヘル
ス
ケ
ア

関
連
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
を
経
験
す
る
中
で
、

体
験
に
基
づ
い
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

な
ど
、弱
み
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
強
み
に

変
化
し
て
いっ
た
」「
自
分
自
身
の
存
在
と
体

験
は
き
っ
と
誰
か
の
役
に
立
つ
」な
ど
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
意
見
が
導
か
れ
、そ
れ
ら
を
共
有

す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

参加団体
■NPO法人 愛知県難病団体連合会
■NPO法人 三重難病連
■CMT友の会
■Fabry NEXT
■東海脊髄小脳変性症友の会
■愛知県脊柱靱帯骨化症患者・
　家族友の会（あおぞら会）
■もやもや病の患者と家族の会
　中部ブロック
■雇もれびの会
■全国心臓病の子どもを守る会
　長野県支部
■難治性疼痛患者支援協会
　ぐっどばいペイン
■三重県下垂体友の会

二
つ
の
講
演
を
行
い
、患
者
家
族
、当
事
者

そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
に
基
づ
い
た
問
題
提
起
に

つ
い
て
議
論
す
る



参加団体
■NPO法人 パンキャンジャパン
　沖縄支部
■全国膠原病友の会 沖縄県支部
■（一社）沖縄県がん患者会連合会
■日本ALS協会 沖縄県支部
■全国脊髄損傷者連合会
　沖縄県支部
■全国筋無力症友の会 沖縄県支部
■全国パーキンソン病友の会
　沖縄県支部
■認定NPO法人 アンビシャス

（
2
0
1
9
年
6
月
30
日
）

第34回
東北学習会

ｉｎ 仙台

第
34
回
東
北
学
習
会
が
仙
台
市

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
も
っ

と
V
H
O-

ne
t
を
知
ろ
う
！
」。

V
H
O-
ne
t
を
も
う
一
度
見
つ

め
直
し
、活
動
の
中
で
得
ら
れ

た
気
づ
き
や
学
び
を
団
体
運
営

に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
た

学
習
会
で
し
た
。

ま
ず
V
H
O-

ne
t
の
事
務
局

を
務
め
る
フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会

社
の
喜
島
智
香
子
さ
ん
が「
V
H
O-

ne
t
の

概
要
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
つい
て
」を
テ
ー
マ

に
講
演
。V
H
O-

ne
t
の
成
り
立
ち
や
活
動

内
容
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
必
要
性
な
ど
を

語
り
、ま
た
P
P
I（
医
学
研
究
・
臨
床
試
験
へ

の
患
者
・
市
民
参
画
）な
ど
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェク

ト
に
つい
て
紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
、患
者
会
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
の
池
田
久
美

子
さ
ん
が
、「
V
H
O-

ne
t
に
参
加
し
て
学

ん
だ
こ
と
と
活
用
方
法
」と
し
て
東
北
学
習

会
の
歩
み
や
V
H
O-

ne
t
で
の
学
び
、所
属

団
体
の
活
動
に
役
立
っ
た
こ
と
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、2
人
の
講
演
を
受
け
て
の
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョンへ
。グ
ル
ー
プ
発
表
で
は「
立

場
を
越
え
て
話
し
合
え
る
場
と
認
識
」「
点
で

あ
る
個
人
が
、仲
間
と
線
で
つ
な
が
り
、患
者

団
体
に
加
わ
っ
て
面
と
な
り
、V
H
O-

ne
t

で
球
と
な
っ
て
活
動
が
広
が
る
と
わ
か
っ
た
」

「
他
県
で
も
学
習
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。P
P
I

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
関
心
も
高
く
、ぜ
ひ
参
加

し
た
い
と
い
う
意
見
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

総
評
と
し
て
東
北
福
祉
大
学
総
合
福
祉
学

部
教
授
の
渡
部
純
夫
さ
ん
が「
人
格
や
行
動

は
、歴
史
や
気
候
に
根
ざ
す
。お
互
い
の
理
解

を
深
め
、東
北
全
体
に
活
動
を
広
め
る
た
め

に
は
、地
域
性
を
理
解
し
た
う
え
で
連
携
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
」と
提
案
。ま
た

中
央
世
話
人
で
あ
り（
社
福
）仙
台
市
障
害

者
福
祉
協
会
の
阿
部
一
彦
さ
ん
は
、「
東
北
学

習
会
に
は
障
が
い
者
団
体
も
参
加
し
て
き

た
。障
害
者
権
利
条
約
の
審
査
に
向
け
て
の
、

障
が
い
者
団
体
の
取
り
組
み
に
も
協
力
し
て

ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
に
結
成
さ
れ
た
東
北
学
習
会

は
、交
通
ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、冬
季
は
降
雪
の

影
響
も
あ
る
な
ど
厳
し
い
環
境
の
中
で
宮
城

県
、福
島
県
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。積
み
重
ね
て
き
た
人
と
人
の
絆
や
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、今
後
も
V
H
O-
ne
t

を
通
じ
て
、着
実
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
思

い
を
共
有
し
て
学
習
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

第
35
回
沖
縄
学
習
会
が
、那
覇
市
上
下
水

道
局
庁
舎
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
す
い
臓
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
、N
P
O
法
人 

パ
ン
キ
ャ
ン
ジ
ャ
パ
ン

沖
縄
支
部
長
で
あ
り
看
護
師
で
も
あ
る
島

袋
百
代
さ
ん
の
講
演
、「
家
族
支
援 

〜
家
族

の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
る
〜
」を
聞
い
た

後
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。講
演

内
容
は
、夫
が
す
い
臓
が
ん
と
診
断
さ
れ
た

体
験
か
ら
、家
族
の
中
で
の
夫
、妻
、娘
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
想
い
や
、心
理
的
・
身
体
的

苦
悩
、治
療
費
な
ど
の
社
会
的
問
題
も
生
じ

る
こ
と
か
ら
、家
族
を「
第
2
の
患
者
」と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
、さ
ら
に
看
護
師
と
し
て
、

す
い
臓
が
ん
患
者
の
遺
族
の
苦
悩
と
支
援
に

つ
い
て
ま
と
め
た
論
文
か
ら
、遺
族
が
語
っ
た

医
療
従
事
者
と
の
関
係
性
の
苦
悩
な
ど
に
つ

い
て
の
内
容
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ら

の
体
験
や
研
究
を
通
し
、家
族
支
援
・
家
族

ケ
ア
に
関
す
る
学
習
の
場
、家
族
が
苦
し
み

を
語
れ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
場
の
重
要
性
を

感
じ
、団
体
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
患
者
と
そ
の
家
族

で
の
面
談
で
は
、家
族
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
も
心
が

け
て
い
る
」「
精
神
的
に
立
ち
直
れ
な
い
遺
族

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
?
」

「
家
族
ケ
ア
に
つ
い
て
医
療
側
に
専
門
教
育
は

あ
る
の
か
?
」「
講
演
を
聞
き
、家
族
支
援
に

も
力
を
入
れ
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
」な

ど
、感
想
や
疑
問
、課
題
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。医
師
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

専
門
職
の
方
の
参
加
も
あ
り
、幅
広
い
視
点

で
の
意
見
の
検
討
や
情
報
提
供
が
な
さ
れ
、

患
者
家
族
へ
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
へ
の
意
義
を
掘

り
下
げ
、各
自
団
体
の
活
動
に
反
映
し
て
い

け
る
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

参加団体
■（一社）岩手県難病・
　疾病団体連絡協議会
■患者会ピンクのリボン
■全国膠原病友の会
　岩手県支部・宮城県支部
■CFS（慢性疲労症候群）
　支援ネットワーク
■（社福）仙台市障害者福祉協会
■仙台ポリオの会
■福島県難病団体連絡協議会
■みやぎ化学物質過敏症の会
　～ぴゅあい～

（
2
0
1
9
年
7
月
21
日
）

第35回
沖縄学習会

ｉｎ 沖縄

気
づ
き
や
学
び
を

日
頃
の
活
動
に
活
か
す
た
め
に

V
H
O-

n
e
t
の
存
在
意
義
を
見
つ
め
直
す

す
い
臓
が
ん
患
者
と
家
族
を
支
え
る

ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
の
講
演
を
聞
き

家
族
へ
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
議
論
を
行
う

まねきねこ第53号



第
45
回
関
西
学
習
会
が
大
阪
市
の
た
か
つ

ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

V
H
O-

ne
t
の
活
動
紹
介
ビ
デ
オ
鑑
賞
後
、

運
営
委
員
か
ら
、地
域
学
習
会
は
参
加
者

全
員
が
主
体
と
な
り
企
画
・
運
営
に
携
わ
る

会
で
あ
る
こ
と
や
、会
の
ル
ー
ル
や
運
営
委
員

の
役
割
に
つ
い
て
て
い
ね
い
な
説
明
が
あ
り
、

初
参
加
者
に
も
理
解
を
促
す
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、日
本
ア
ラ
ジ
ー
ル
症
候
群
の
会
代

表
の
吉
田
麻
里
さ
ん
に
よ
る
模
擬
講
演
へ
。

染
色
体
異
常
に
よ
る
先
天
性
の
小
児
慢
性

疾
患
で
あ
り
、肝
機
能
障
害
や
心
血
管
系
、

成
長
障
害
な
ど
症
状
が
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
。三
男
の
発
症
か
ら
、肝
臓
移
植
を
行
う

か
ど
う
か
の
重
大
な
選
択
や
度
重
な
る
骨
折

な
ど
へ
の
家
族
の
対
応
、情
報
量
の
少
な
さ

か
ら
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
機
に
患
者

団
体
を
設
立
し
た
経
緯
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活

動
や
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、質
疑
応
答
や
感
想
を
述
べ
合
い
、

関
西
学
習
会
が
作
成
し
た『「
患
者
・
家
族

が
語
る
」講
演
の
ポ
イ
ン
ト 

チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
』

に
則
っ
て
講
演
内
容
を
精
査
。良
か
っ
た
点
、

改
善
点
に
つい
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、自
分
の
団
体
を
1
分
間
で
P
R
す

る
演
習
へ
。こ
れ
は
昨
年
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連

団
体
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
紹
介
さ
れ
た
、活
動

へ
の
共
感
を
得
る
た
め
の
手
法
の
ひ
と
つ
、「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ト
ー
ク
」に
基
づ
い
た
も
の
で
、そ

の
場
で
3
0
0
字
程
度
の
原
稿
を
作
成
し
、

全
員
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。活
動
目
的
や

団
体
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
る
か
な

ど
の
感
想
を
出
し
合
い
、そ
の
難
し
さ
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
活
動
に
活
か
し

て
い
こ
う
と
結
び
ま
し
た
。

ア
ラ
ジ
ー
ル
症
候
群
の
家
族
に
よ
る

模
擬
講
演
と

団
体
活
動
の
1
分
間
P
R
演
習

（
2
0
1
9
年 

8
月
4
日
）

第45回
関西学習会

ｉｎ 大阪
参加団体

■NPO法人 こころ・あんしんLight
■NPO法人 ひょうごセルフヘルプ
　支援センター
■日本ハンチントン病ネットワーク（JHDN）
■小さないのち
　（子どもを亡くした家族の会）
■腎性尿崩症友の会
■しらさぎアイアイ会
■NPO法人 日本オスラー病患者会
■あすなろ会
■日本アラジール症候群の会
■膵島細胞症患者の会
■曇りのち晴れ
■つばめの会（摂食嚥下障害児 親の会）
■全国心臓病の子どもを守る会
　奈良県支部

充
実
し
た
討
議

団
体
運
営
に
活
か
せ
る
成
果
を
目
指
し
て

団
体
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
時
間
を
か
け
て
準
備

7
月
13
日
、フ
ァ
イ
ザ
ー
株
式
会
社
の
ア
ポ

ロ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
東
京
）で「
第
19

回
V
H
O-

n
e
t
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
8
月

24
・
25
日
）に
向
け
た
進
行
役
事
前
会
議
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

V
H
O-

n
e
t（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
会
）の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
、全
体
会
議
の
司
会
進
行
や
分
科
会
の

進
行
役（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）を
加
盟
団
体

の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
担
い
、そ
の
経
験
に
よ
り

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
培
い
、各
人
が
成
長
す
る

こ
と
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、年
間

を
通
じ
て
毎
月
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
準
備
委
員

が
東
京
に
集
ま
り
、テ
ー
マ
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

選
定
、分
科
会
の
進
め
方
な
ど
を
き
め
細
か

く
話
し
合
い
、各
人
が
主
体
的
に
参
加
で
き

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
る
よ
う
に
入
念
な

準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の「
進
行
役
事
前
会
議
」も
そ
の
一
環

で
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
準
備
委
員
と
分
科
会

の
進
行
役
が
集
ま
り
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

や
分
科
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、照
喜
名
通
さ
ん
と
三
原
睦
子
さ
ん
に

よ
る
事
例
発
表
、岩
本
利
恵
さ
ん
と
喜
島
智

香
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
、吉
田
裕
子
さ
ん
に

よ
る
趣
旨
説
明
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
。そ
の
後
、「
実
践
か
ら
学
び
活
用
で
き
る

資
金
調
達
」と
い
う
今
回
の
テ
ー
マ
の
意
義

や
、「
活
動
を
多
角
的
に
考
え
、見
直
す
こ
と

が
で
き
る
場
と
機
会
を
提
供
す
る
」「
成
果

を
団
体
運
営
に
具
体
的
に
活
か
す
」と
い
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
的
を
共
有
し
な
が
ら
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
流
れ
を
細
か
く
討
議

し
ま
し
た
。ま
た
新
し
い
取
り
組
み
で
、参
加

者
が
自
ら
の
団
体
を
紹
介

す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

作
成
す
る「
共
感
メ
ッ
セ
ー

ジ
」に
つ
い
て
も
、そ
の
意

義
や
進
め
方
に
つ
い
て
熱

心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
建
設
的
な

議
論
が
で
き
、団
体
運
営

に
活
か
せ
る
成
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
と
話
し
合
う

中
で
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
準

備
委
員
や
進
行
役
も
ま

た
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
団
体

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
新
た
な
気
づ
き
や
学
び
を

得
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。資
金

調
達
に
つ
い
て
、参
加
者
が
実
践
で
き
る
現

実
的
な
討
議
を
目
指
す
、今
年
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ヘルスケア関連団体ワークショップ　進行役事前会議

2019年7月13日
in 東京

参加者
●第19回ヘルスケア関連団体ワークショップ準備委員・分科会進行役
石原八重子さん（Fabry NEXT）
岩本利恵さん（福岡看護大学健康支援看護部門成人看護学分野教授）
小岩井順子さん（全国心臓病の子どもを守る会 長野県支部）（ウエブでの参加）
田港華子さん（日本ALS協会 沖縄県支部）
照喜名通さん（認定NPO法人 アンビシャス）
三原睦子さん（認定NPO法人 佐賀県難病支援ネットワーク）
吉田裕子さん（NPO法人 熊本県難病支援ネットワーク）
大曲純子さん（活水女子大学看護学部講師）
島田千穂さん（地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所）
谷口あけみさん（聖マリア学院大学看護学部助教）
長 廣 幸さん（九州IBDフォーラム 熊本IBD）
●VHO-net事務局　
喜島智香子さん・後藤慶子さん（ファイザー株式会社 広報・社長室）



前
回
、ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要
な
概
念

と
し
て
、「
自
己
理
解
」と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
た
。そ
の

中
の
ひ
と
つ
が「
転
移
感
情
」で
し
た
。

今
回
は
、ス
ト
レ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
話
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　ス
ト
レ
ス・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

人
は
、人
生
の
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
レ
ッ
サ
ー（
＝
ス
ト
レ
ス
の

原
因
）に
出
会
い
ま
す
。そ
の
時
、こ
れ
は
自
分
に
と
っ
て
た
い
し
た
こ

と
で
は
な
い
と
思
え
た
ら
、ス
ト
レ
ス
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、自
分
は
、

解
決
す
る
の
が
無
理
だ
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
は
大
き
く
な

り
ま
す
。そ
の
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
体
力
、経
済
力
、取
り
巻

く
人
間
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
も
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
の
影
響
は
変
わ
っ
て
き

ま
す
が
、そ
の
人
の
性
格（
＝
物
事
の
と
ら
え
方
）に
よ
っ
て
も
影
響
の

大
き
さ
は
変
わ
って
き
ま
す
。

　

そ
の
人
の
物
事
の
と
ら
え
方（
＝
認
知
の
傾
向
）に
視
点
を
当
て
て

ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
し
て
い
く
方
法
を
、認
知
療
法
と
い
い
、心
理
療

法
の
中
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
、今
回
は
、ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
研
修
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

交
え
な
が
ら
、ス
ト
レ
ス
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つい
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　体
が
緊
張
す
る
こ
と

　

人
は
、ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
、自
律
神
経
の
中
の
交
感
神
経
が
活

性
化
し
、脅
威
か
ら
身
を
守
ろ
う
と
し
て
緊
張
を
高
め
、身
体
に
力

を
入
れ
、心
拍
数
を
上
げ
ま
す
。ま
た
、外
傷
に
備
え
、唾
液
の
量
を

抑
え
て
濃
度
を
高
め
、そ
し
て
、脅
威
が
去
っ
た
ら
副
交
感
神
経
を

優
位
に
し
て
、緊
張
を
緩
め
ま
す
。

　

し
か
し
、人
に
よ
っ
て
は
、そ
の
緊
張
が
残
っ
て
し
ま
い
、肩
凝
り
や

腰
痛
な
ど
の
慢
性
的
な
緊
張
と
な
る
人
も
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
、腕
の
力
を
抜
い
て
み
ま
し
ょ
う
と
伝
え
、や
っ
て
も
ら

ピア・サポートのための
こころのレッスン

う
と
、す
ぐ
に
力
が
抜
け
る
人
も
い
れ
ば
、な
か
な
か
力
が
抜
け
な
い
人

も
い
ま
す
。50
代
の
男
性
の
A
さ
ん
は
、腕
の
重
み
を
預
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、力
が
入
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、話
を
聞
く
と
、「
疲
れ
が
た

ま
り
や
す
く
、ぐ
っ
た
り
と
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。」と
言
わ
れ
、力

を
入
れ
た
ま
ま
で
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
ま
し
た
。い
つ

も
笑
顔
で
た
く
さ
ん
お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
A
さ
ん
が
、そ
ん
な
に

力
が
入
っ
た
ま
ま
で
生
活
し
て
お
ら
れ
る
と
は
私
は
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、人
工
肛
門
の
手
術
を
さ
れ
た
こ
と
を
聞
き
、長
年

の
緊
張
が
体
に
与
え
た
影
響
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

A
さ
ん
に
は
、動
作
法
の
肩
上
げ
課
題
を
実
施
し
、肩
の
力
の
抜

き
方
を
通
し
て
、力
の
抜
け
た
感
覚
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、今

ま
で
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
体
の
力
み
に
目
を
向
け
、余
計

な
緊
張
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

自
己
理
解
の
た
め
に
も
、ス
ト
レ
ス
が
か
か
っ
た
時
に
、ど
う
や
っ
て

対
処
す
る
か
を
学
ん
で
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。問
題
そ
の
も
の
が

す
ぐ
に
は
解
決
し
な
い
時
で
も
、人
に
相
談
す
る
。ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
。

ド
ラ
イ
ブ
や
散
歩
を
す
る
。音
楽
な
ど
の
趣
味
で
気
分
転
換
を
す
る
。

入
浴
す
る
。寝
る
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
対
処
法
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

好
き
な
も
の
を
食
べ
る
、飲
酒
や
喫
煙
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ど
も

選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
あ
る
も
の
の
、そ
れ
だ
け
の
対
処
法
で
は
依
存
症

に
な
っ
て
い
く
危
険
も
あ
り
ま
す
。お
金
の
自
由
が
利
く
大
人
の
場

合
は
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
が
、子
ど
も
の
場
合
は
限
ら

れ
て
き
ま
す
。そ
う
い
う
意
味
で
は
、『
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、お
金

を
か
け
ず
に
』で
き
る
方
法
を
教
え
る
こ
と

は
大
切
で
す
。

　

ど
ん
な
ス
ト
レ
ス
対
処
法
を
選
択
す
る

か
で
、人
の
人
生
は
左
右
さ
れ
る
と
も
言
え

ま
し
ょ
う
。皆
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法（
＝

コ
ー
ピ
ン
グ
）は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、次
回
は
、呼
吸
法
や
漸
進
性
筋

弛
緩
法
な
ど
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
と
い
う
対
処

法
に
つい
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第2回

    黒岩 淑子 さん 
　プロフィール

佐賀大学保健管理センター非常勤
カウンセラー、佐賀県スクールカウン
セラーを精励したのち、現在は東京
都スクールカウンセラーと佐賀県難
病相談支援センターピアサポート
研修講師に勤しむ。

臨床心理士・臨床動作士

黒岩 淑子 さん
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ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
で
は
、よ
く
傾
聴
す
る
こ
と
が
大
切
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、聴
い
て
い
る
だ
け
で
本
当
に
相
手
に
役
に
立
つ

だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。ま
た
、相
手
が
話
し
て
い
る
と
き
に
、次
に
自
分
が
話
す

番
に
な
っ
た
ら
何
を
教
え
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
か
と
気
も
そ
ぞ
ろ

に
な
っ
て
、相
手
の
話
を
よ
く
聴
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。あ
る
い
は
、相
手
が
考
え
込
ん
で
し
ま
い
沈
黙
し

て
し
ま
う
と
、こ
ち
ら
側
が
あ
わ
て
て
し
ま
っ
て
、何
か
話
題
を

振
って
あ
げ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
疑
問
を
も
っ
て
し
ま
う
の
も
、あ
る
意
味
で
当

然
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、傾
聴
す
る
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
あ
ま
り
教
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
背
景
が
あ
る
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
傾
聴
の
意
味
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
で
も
最
も
難
し
い
と
感

じ
る
の
は
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
苦
悩
に
関
し
て
の
傾
聴
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
苦
悩
と
は
、「
な
ん
で
こ
ん
な
病
気
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
」「
死
ん
で
し
ま
う
と
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

か
」「
自
分
に
は
生
き
て
い
る
意
味
な
ど
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」「
自

分
の
人
生
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
」な
ど
の
、生（
い
の
ち
）の
根
源

的
な
苦
悩
を
指
し
ま
す
。

　
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
・
ケ
ア
な
ん
て
、素
人
の
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
受

け
て
い
な
い
よ
う
な
自
分
が
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
て
お

ら
れ
ま
せ
ん
か
。し
か
し
、世
界
の
中
で
も
最
も
ス
ピ
リ
チ
ュア
ル

ケ
ア
の
シ
ス
テ
ム
が
医
療
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

米
国
に
お
い
て
、ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
ケ
ア
は
誰
が
担
っ
て
い
る
か
に
つ

い
て
調
査
し
た
研
究
で
は
、1
番
が
家
族
・
知
人
で
あ
り
、2
番

目
が
医
療
者
で
あ
り
、3
番
目
に
チ
ャ
プ
レ
ン
と
呼
ば
れ
る
病
院

付
き
の
宗
教
者
だ
っ
た
の
で
す
    1）
。つ
ま
り
、職
業
的
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
た
人
や
そ
の
専
門
家
で
は
な
く
、身
近
な
人
が
最

も
役
立
って
い
た
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、家
族
と
し
て
、友
人
と
し
て
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・

ケ
ア
が
必
要
な
と
き
に
、ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
を
知
っ
て
お
く

こ
と
は
た
いへ
ん
重
要
な
こ
と
な
の
で
す
。

  
信
頼
関
係
を
創
る

　

そ
れ
で
は
、傾
聴
す
る
意
味
に
つい
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
限
ら
ず
、ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
で
は
傾
聴
す
る

こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
が
、傾
聴
す
る
こ
と
の
1
番
目
の
意

味
は
、相
手
と
の
間
に
信
頼
関
係
を
創
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
人
は
私
の
話
を
聴
い
て
く
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、こ
の
人

は
私
の
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
て
い
る
と
、相
手
側
に
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。こ
ち
ら
側
を
信
用
し
て

も
ら
お
う
と
気
を
つ
か
い
饒
舌
に
な
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。ま

ず
は
、相
手
の
話
を
真
剣
に
聴
こ
う
と
す
る
こ
と
に
よって
、こ
の

人
は
私
の
味
方
な
の
だ
と
い
う
信
頼
を
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
患
者
さ
ん
が
ど
ん
な
苦
し
み
を
抱
え
て
い
る
の
か
、何
を

不
安
に
思
っ
て
い
る
の
か
、何
が
辛
い
の
か
、ど
う
し
た
い
の
か
な

ど
、相
手
の
話
す
内
容
に
聞
き
耳
を
立
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

傾
聴
す
る
と
き
に
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
と
い
う
人
が
お

か
し
や
す
い
間
違
い
と
し
て
、繰
り
返
し（
リ
ピ
ー
ト
）の
多
用
が

あ
り
ま
す
。相
手
の
言
う
言
葉
を
オ
ウ
ム
返
し
に
し
、そ
れ
を
繰

り
返
す
と
い
う
こ
と
は
、機
械
的
な
技
術
と
な
り
ま
す
。そ
れ
な

ら
ロ
ボ
ッ
ト
に
で
も
で
き
ま
す
。オ
ウ
ム
返
し
を
繰
り
返
し
て
い

る
対
話
は
、不
自
然
で
も
あ
り
、話
し
て
い
る
側
に
も
心
地
よ
く

な
く
、決
し
て
聴
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
姿
勢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

オ
ウ
ム
返
し
に
す
る
、こ
う
い
う
と
き
に
は
こ
う
答
え
る
、こ

う
い
う
質
問
を
す
れ
ば
よ
い
な
ど
、傾
聴
を
マ
ニュ
ア
ル
化
で
き

る
テ
ク
ニッ
ク
や
ス
キ
ル（
技
術
）と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
自
体
が

間
違
い
な
の
で
す
。

「
は
い
」「
そ
う
」「
そ
う
で
す
か
」「
そ
う
な
ん
で
す
ね
」「
へ
ー
」

「
ふ
ー
ん
」な
ど
と
簡
単
な
返
事
で
肯
く
だ
け
で
十
分
で
す
。自
然

な
返
事
を
返
す
こ
と
に
よ
って
、「
あ
な
た
の
言
っ
た
こ
と
を
聴
き

ま
し
た
よ
、そ
れ
で
次
は
」と
い
う
サ
イ
ン
を
送
り
返
す
の
で
す
。

オ
ウ
ム
返
し
を
す
る
こ
と
は
、ど
う
返
事
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず

困
って
し
ま
っ
た
と
き
の
た
め
に
、わ
た
し
は
とって
お
い
て
い
ま
す
。

「
辛
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
」「
そ
ん
な
に
痛
い
ん
で
す
ね
」な
ど
と

相
手
の
感
情
に
思
い
を
は
せ
て
受
け
と
め
る
と
い
う
返
事
も
よ

い
で
し
ょ
う
。し
か
し
、「
あ
あ
、そ
れ
は
○
○
で
す
ね
」「
わ
か

る
、わ
か
る
」「
そ
ん
な
こ
と
、よ
く
あ
り
ま
す
よ
ね
」「
あ
あ
、わ

た
し
も
そ
う
だ
っ
た
わ
よ
」な
ど
、自
分
は
あ
な
た
の
こ
と
を
よ

く
理
解
で
き
て
い
る
ん
だ
、共
感
し
て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
の

表
現
は
避
け
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
方
か
ら「
あ
な
た
の
言
っ
て
い
る
こ
と
に
共
感
し
ま
し

た
」な
ど
と
い
う
表
現
は
と
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。相
手
の
方

が
共
感
し
て
聴
い
て
く
れ
た
と
思
っ
て
く
れ
た
と
き
が
、共
感
的

な
傾
聴
な
の
で
す
。相
手
の
本
当
の
気
持
ち
は
、自
分
に
は
決
し

て
わ
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
れ
で
も
、相
手
の
思
い
を
少
し
で

も
理
解
し
た
い
と
い
う
態
度
で
聴
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　

医
療
者
の
間
で
は
、傾
聴
す
る
と
き
に
、相
手
の
も
つ
苦
し
み

を
分
類
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、わ
た
し
は
、分
類
し
な
が
ら
傾
聴
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は

傾
聴
す
る
う
え
で

大
切
な
こ
と

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を

担
う
の
は
誰
か

筆  者

慶應義塾大学看護医療学部 教授

加藤 眞三 さん

は
じ
め
に

傾
聴
す
る
こ
と
の
意
味

家族や友人

宗教者

医療者

神
超越者

その他

スピリチュアルペインに対するケアを
医療の現場で担っているのは誰か
Hanson LC, et al.  J Palliat Med. 2008 11(6):907-14.より作図



賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
人
は
、〝
自
律
性
の
喪
失
に
〞、〝
時
間
の
継
続
性
の
断
絶

に
〞、〝
関
係
性
の
消
失
〞に
悩
ん
で
い
る
ん
だ
と
分
類
す
る
こ
と

は
、対
話
の
後
で
振
り
返
る
と
き
な
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
が
、対

話
を
し
て
い
る
最
中
に
分
類
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
弊
害
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。そ
の
聴
き
方
が
分
析
的
に
な
っ
て
し
ま
い
や
す

い
し
、分
類
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
人
の
苦
し
み
を
早
々

に
理
解
し
た
と
思
い
込
み
、聴
く
耳
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
結
果

に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。

　
あ
く
ま
で
も
、こ
の
方
は
、何
を
苦
し
み
、何
を
希
望
し
て
い

る
の
か
に
焦
点
を
当
て
て
聴
き
と
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
専
念
す

る
の
が
大
切
な
の
で
す
。そ
の
行
為
の
中
で
、傾
聴
す
る
人
と
さ

れ
る
人
の
間
に
、信
頼
感
が
創
ら
れ
る
の
で
す
。

意
味
や
新
し
い
価
値
観
を
創
る

　
傾
聴
す
る
こ
と
の
2
番
目
の
意
味
は
、傾
聴
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
相
手
の
価
値
観
が
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
で

す
。今
ま
で
の
価
値
観
で
は
上
手
く
い
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、そ
の
人
の
過
去
や
現
在
を
振
り
返
る
中
で
新
し
い
価
値
観

を
も
と
う
と
す
る
作
業
に
同
伴
す
る
の
で
す
。

　
相
手
が
、今
ま
で
の
人
生
の
中
で
何
を
最
も
大
切
に
し
て
き

た
の
か
を
見
つ
め
直
し
、現
在
の
状
況
に
い
る
こ
と
を
前
提
に
、

今
何
が
で
き
る
の
か
と
思
考
を
転
換
し
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る

の
で
す
。こ
の
際
に
も
、主
役
は
あ
く
ま
で
相
手
で
あ
り
、こ
ち
ら

が
相
手
に
期
待
す
る
こ
と
を
押
し
つ
け
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　
現
在
の
状
況
に
対
し
て
、ど
の
よ
う
な
感
覚
を
お
ぼ
え
、ど
う

い
う
感
情
を
も
ち
、ど
の
よ
う
に
思
考

し
て
き
た
か
を
傾
聴
す
る
中
で
、そ
の

人
が
心
の
底
か
ら
望
ん
で
き
た
こ
と
が

何
で
あ
る
の
か
を一緒
に
考
え
よ
う
と
す

る
の
で
す
。そ
の
願
い
は
、実
は
本
人
も

気
が
つ
い
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
か
も
し
れ

な
い
の
で
す
が
、傾
聴
さ
れ
て
い
る
間
に

気
づ
く
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

　
今
ま
で
は
、こ
う
い
う
こ
と
を
大
切

だ
と
考
え
て
き
た
け
れ
ど
、本
当
は
こ

う
い
う
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
の
だ
と
、

そ
の
人
が
考
え
を
組
み
直
せ
る
こ
と
が

目
標
に
な
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
生
育
し

て
き
た
周
り
の
環
境
や
他
人
の
意
見
に
影
響
さ
れ
、本
心
と
は

違
う
こ
と
を
自
分
が
望
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
考
え
、そ
の
こ
と

に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
気
持
ち
で
、心
の
底
か
ら
望
ん
で
い
る
こ
と
を
見
つ
け

出
そ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、そ
の
人
は
一
歩
前
に
進
む

準
備
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

新
し
い
価
値
観
の
も
と
に
活
動
し
て
い
く

　
3
番
目
は
、そ
の
人
の
本
心
か
ら
の
願
い
を
見
つ
け
出
し
た
う

え
で
、そ
れ
で
は一
体
こ
れ
か
ら
何
を
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ

と
に
同
伴
し
ま
す
。そ
こ
に
、病
気
の
受
容（
甘
受
）を
経
た
後

の
、〝
活
動
〞が
始
ま
る
の
で
す
。そ
し
て
、活
動
す
る
中
で
世
の

中
の
人
と
の
つ
な
が
り
を
も
ち
連
帯
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
エ
リ
カ
・
シ
ュ
ー
ハ
ル
ト
博
士
の
魂
の
ら
せ
ん
階
段
で
、第
6

ス
テ
ー
ジ
の
甘
受
を
超
え
て
、活
動
、連
帯
に
至
る
時
と
、第
1

ス
テ
ー
ジ
か
ら
第
5
ス
テ
ー
ジ
ま
で
の
時
で
は
、そ
の
傾
聴
の

仕
方
は
当
然
異
な
っ
て
く
る
の
で
す
。し
か
し
、そ
れ
は
そ
の
人

が
ど
の
ス
テ
ー
ジ
に
い
る
の
か
を
分
析
的
に
考
え
た
う
え
で
行
う

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、相
手
の
そ
の
時
の
関
心
事
に
焦
点
を

合
わ
せ
て
い
る
と
、自
然
に
そ
の
傾
聴
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
く
る

の
だ
と
考
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
以
上
、傾
聴
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、最
後
に
、

対
話
中
に
訪
れ
る
沈
黙
の
時
間
の
意
味
に
つ
い
て
も
考
え
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
常
会
話
で
は
、沈
黙
す
る
と
気
ま
ず
い
空
気
が
流
れ
て
し

ま
う
た
め
に
、沈
黙
が
あ
る
と
何
か
別
の
話
題
を
み
つ
け
て
取

り
つ
く
ろ
お
う
と
し
ま
す
。し
か
し
、ス
ピ
リ
チ
ュア
ル
な
ケ
ア
と

し
て
傾
聴
し
て
い
る
と
き
の
沈
黙
は
、話
題
を
そ
ら
せ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。沈
黙
の
時
間
は
相
手
に
と
っ
て
考
え
る
た
め
の
大
切
な

時
間
な
の
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、沈
黙
の
時
間
を
耐
え
て
じ
っ
と
我
慢
し
、相
手

が
口
を
開
く
ま
で
の
時
間
を
待
ち
、沈
黙
の
時
間
を
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。相
手
が
一
人
き
り
で
考
え
る
こ
と
に

は
、気
力
も
い
る
し
、辛
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
、そ
の
考
え
る
時

間
を
一
緒
に
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、相
手
が
考
え
よ
う
と
す

る
こ
と
への
支
援
が
で
き
る
の
で
す
。

　
も
っ
と
も
、相
手
が
疲
れ
て
し
ま
い
自
分
の
大
切
な
問
題
に

向
き
合
え
な
く
な
っ
て
沈
黙
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
の
な

ら
、一
度
対
話
を
終
了
し
、ま
た
の
機
会
を
も
つ
こ
と
の
方
が
有

効
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、単
な
る
情
報
提
供
を
求
め
て
き
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

で
は
な
く
、本
人
が
苦
し
ん
で
相
談
に
来
た
と
き
の
傾
聴
の
仕

方
に
つ
い
て
、考
え
て
み
ま
し
た
。傾
聴
す
る
こ
と
の
意
味
を
理

解
す
る
こ
と
に
よ
り
、傾
聴
は
よ
り
よ
い
も
の
に
な
る
の
で
す
。
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療学部教授（慢性期病態学、終末期
病態学担当）。

■著 書
『患者の力 患者学で見つけた医療の
新しい姿』（春秋社 2014年）

『患者の生き方 よりよい医療と人生の
「患者学」のすすめ』（春秋社 2004年）

沈
黙
は
禁
な
の
か

ま
と
め

参考文献　1）Hanson LC, et al. Providers and types of spiritual care during serious illness. J Palliat Med. 2008 11(6):907-14.
　　　　　2）エリカ・シューハルト著/ 樋口隆一・山本潤・伊藤綾訳　「このくちづけを世界のすべてにーベートーヴェンの危機からの創造的飛躍」アカデミア・ミュージック 2013年
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VHO-netのウェブサイトが新しく生まれ変わります！
VHO-netのプロジェクトや活動をお伝えしていきます。
また、VHO-netが発行する冊子、「VHO-netが考えるピアサポート
5か条」や「ヘルスケア関連
団体の資金調達」の閲覧や
お申し込みも可能です。
ホームページ
http://www.vho-net.org 
（URLの変更はありません）

W E B ウェブサイト情報

B O O K 書 籍 紹 介

「ヘルスケア関連団体の資金調達」発行！
第18回と第19回ヘルスケア関連団体ワークショップのテーマであった
「資金調達」のポイントを冊子にまとめました。これまでの組織運営の考え
方を180度変える１冊です。ヘルスケア関連団体でなぜ資金調達が必要
なのかを自分たちの団体と照らし合わせながら考え、実際の資金調達の事
例なども参考にして、実践できる内容です。資金調達に取り組んでいる、
これから取り組もうとしているヘルスケア関連団体にきっとお役に立ちます。

■「ヘルスケア関連団体の資金調達」（A5判 24ページ）
［目次］
①はじめに
②目的を達成するための新たな資金調達　 　 
③米国と日本での資金調達成功事例　　　　　　　
④実践から学び、活用できる資金調達
⑤企業が寄付をするのは
⑥おわりに
発　 行：ヘルスケア関連団体ネット
　　　　　ワーキングの会（VHO-net）
ご希望の方に無料でお配りしております。
お申込み：VHO-netのウェブサイトよりお申し込みください。
ホームページ：http://www.vho-net.org
お問合せ：ヘルスケア関連団体ネットワーキングの会・事務局
メー ル：info.vhonet@gmail.com

E V E N T イベント情報

第１回炎症性腸疾患（ＩＢＤ）熊本市民公開講座
～最新治療と難病対策（社会啓発）のこれから～
2019年12月8日（日）10：00～16：30
会　 場：ウェルパルくまもと1階 大会議室（熊本市中央区）
内　 容：個別相談会　10：00～12：00
　　　　  医療講演会　13：00～16：30
お問合せ：熊本IBD事務局
T E L：090-2584-7699（17時～20時）
メー ル：kumamoto.ibd@gmail.com

第4回「ピアサポーターフォローアップ講習会」
（公開講演会）
2020年3月1日（日）13：30～15：30（予定）
会　 場：東京医科歯科大学3号館 医学科講義室2（予定）
　　　　　（東京都文京区）
テ ー マ：「ピアサポーターだからできるスピリチュアルケア」
講　 師：玉置妙憂氏（看護師・僧侶・スピリチュアルケア師）
参加費無料、事前申し込み不要、どなたでもご参加可能です。
お問合せ：NPO法人 がん患者団体支援機構
メー ル：info@canps.jp
ホームページ：http://www.canps.jp

情報提供、協力

http://www.vho-net.org

まねきねこ 2019年 第53号
『まねきねこ』は、ヘルスケア関連団体のネットワーク
づくりを支援するニューズレターです。
内容に関するお問合せは、ファイザー株式会社
広報・社長室までお願いします。

■発行
ファイザー株式会社　
広報・社長室
〒151-8589
東京都渋谷区代々木3-22-7 新宿文化クイントビル
メール：manekineko.info@pfizer.com

MESSAGE「情報ひろば」では
イベント、書籍、HP、などの
情報を掲載しています

『まねきねこ』は
ウェブサイトからもご覧いただけます。

http://www.manekineko-network.org/

読者の

みなさ
まから

の

情報提
供を

歓迎し
ます

今回のTOPICSでは“ヘルスケア関連
団体の「資金調達」の実践”をテーマに
行ったワークショップを取り上げました。
なぜ「資金調達」が必要なのか。一般の
人から資金を集めるには、団体のビジョン
の見直し、組織の意思統一など、大変
なことがたくさんあります。「資金調達」に
ついては、ノウハウを記載した冊子も
発行しましたので、併せて活用ください。

『まねきねこ』の
記事をパソコン・

スマートフォンからご覧いただけます。

まねきねこＷＥＢ版
『まねきねこ』情報誌のWEB版として新しく
オープンしました。パソコンやスマートフォンから
も便利に、見やすくなり、検索ページからご覧に
なりたいバックナンバーも探しやすくなりました。
ホームページ：https://www.manekineko-network.org/
スマートフォンからは
専用ページでご覧い
ただけます。
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